
シンポジウム 

MOT , C OE . フォーラム 

圓川 隆夫 ( 東京工業大学大学院社会理工学研究科教授・ 研究科長， 2 1 世紀 COE 研究拠点サブリーダ 一 ) 

本学における MOT@ 立に向けての 経緯 

● 21 世紀㈹個性輝く 東京工業大学検討委員会田町地区将来構想検討部会「社会人教育 WG 」報告として、 MOT の専門職 

大学院の設置を 提言 ( 平成 l4 年 6 月 ) 

●科学技術振興調整 費 「エンシニアリンク 知的財産講座 け 、 採択 ( 平成 l4 年 8 月 ) 、 平成 l5 年 4 月より、 大学院修 L 課程知的 

財産マネ 、 ンメントプロヴラム か スタート 

●材料系 2i 世紀 COE プロバラムにおける PM コースのスタート 

●経済産業省 / 三菱総合研究所「技術経営プロバラム」に 矧 ¥ る 「技術経営戦略」、 「国際知財」、 「 R&D と知的財産戦略 @ が 

採択、 McMT 教材の開発が 進む 

●平成 l5 年 2 月に全学的な MOT 等設立準備ワーキンググループが 発足、 同年 5 月に報告書 

●東京工業大学技術経営 (MOT@ オーラム開催 ( 平成 l5 年 @0 月 l6 日 @  参加者 :597 名 ( 企業 374 名、 官公庁 25 名   

協会・団体 25 名、 他人学 43 名 ) 

●東京 T: 業 大学大学院技術経営研究科 ( 仮称 ) 設立準備金設置 ( 平成 l6 年 2 月 ) 一 
東京工， 業 大学大学院イソベーションマネジメント 研究科平成 17 年 -4 月 ( 設置予定 ) 
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我が国産業が 国 瞭 競争力を維持，発展させる 上で必要不可欠な、 技 桁の創造からその 構略的活 m 、 そして オ柴化 まて 

のイノベーション 創出サイクルのマネジメント (Mo 刀に早鼓した 人材育成と、 日本型強みを 取り込んだ MOT 研究の実施 
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イノベーションマネジメントの 教育課程の 5 つスキルとリーダ シ 、 ソプ 

技 
術 

(4) 技術経営戦略 
経 
営 
戦   
略 
分 イノベーション 創出サイクル 
野 

。 。 Ⅱ主桁 十 。 " 矢 Ⅱ射干。 " 事業 

創造 権 利化・戦略的活用 新規 ビ ゾネス開拓 

知的財産分野 

十り ・ 一ダ + ンツ プ 

(5) 
ファイナンス・ 情報 

ファイナンス・ 情報分野 

期待される効果 

仮枕大学院の 学生に別手 門 
や チュアル 千 グリーを 技 供する 知的財産 
ことによって、 枝折の一つ ウ H 
に加えて、 幅広い問Ⅰ 広臆 を 
もった俳士、 博士の サ 

ウ 門柱 街を俺 めた学生   
甘 学生 

●何化 毛 拠点 
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ィ / ベーション再吹を 中りに、 全学と連抹しながら、 米ロ流の MO 丁を丑所を取り 込みながら、 技が由の強みを 加えた 
日本型 MOT の研究と、 それを世界忙忙とするための 体系 化 、 理 甫 研究を遼 付 する COE を目指す 

●社会貢献 
ティレウタ 一 教授を中心とした 企画立文による 全集ニーズに 琳 C た様々な MO 丁 および技術に 門逸した短期 窩証 プロヴ 
ラム寺を、 水牛ならびに 産官学 連梯 のもとにタイムリ 一に提供し、 社会 甘諒さロる 
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イノベーションマネジメント 研究科 ( 設置予定 ) と SIMOT 

@  [A@  Ⅰ 接 研 究 l 回Ⅰ 瞭的 コラボレーション @cq Ⅱ oT 研究 耳 との 連拐 l 

研究のアウトプ・ソト 教育のアウトプ 、 ソト 波及効果 

ィ ) MoT リーダー MOT 教育研究の 

引目標 実甘 リーダー 内容を大きく 飛簗   
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MOT 研究 硅を丑け皿 とする研究センターとして、 「インスラ イテ トショナル 技街軽 古手」への革新 を 口る 托 ぬの形成 
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